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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
職
員
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
て
は
、
ご
家
族

と
清
々
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
の
干
支
は
壬
辰
（
み
ず
の
え
た
つ
）
で

あ
り
、
易
学
上
、
「
壬
」
は
水
の
よ
う
に
自
在

に
適
応
す
る
状
態
を
意
味
し
、
「
辰
」
は
正
義

感
と
信
用
を
意
味
す
る
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
や
福
島
原
発
事
故
等
か

ら
の
実
質
的
な
復
興
・
復
旧
が
始
ま
る
今
年
、

ま
さ
に
日
本
人
の
正
義
感
、
そ
し
て
世
界
か
ら

の
日
本
に
対
す
る
信
用
を
拠
り
所
と
し
て
、

「
水
は
方
円
の
器
に
随
う
」
の
例
え
に
な
ら
っ

て
、
現
地
の
被
災
状
況
を
踏
ま
え
た
着
実
で
計

画
的
な
作
業
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

　

少
し
余
談
に
な
り
ま
す
が
、
辰
、
す
な
わ
ち

龍
は
十
二
支
の
中
で
唯
一
、
想
像
の
動
物
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
古
代
中
国
で
「
龍
」
は
現
在

で
も
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
る
揚
子
江
ワ
ニ

だ
っ
た
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
を
取
り
巻

く
昨
今
の
情
勢
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
第

一
に
昨
年
三
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
及

び
長
野
県
北
部
地
震
の
発
生
に
触
れ
ざ
る
を
得

な
い
と
考
え
ま
す
。
こ
れ
ら
の
地
震
は
、
人
命

や
財
産
の
み
な
ら
ず
、
森
林
や
木
材
加
工
施
設

に
も
未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
、
改
め
て
自

然
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
私
た
ち
に
再
認
識
さ
せ

た
出
来
事
で
し
た
。
中
部
森
林
管
理
局
と
し
て

は
、
こ
れ
ら
被
災
地
に
お
け
る
森
林
等
の
復

興
・
復
旧
に
向
け
て
、
関
係
す
る
地
方
公
共
団

体
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
人
的
・
技
術
的
な
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

第
二
に
、
平
成
二
十
一
年
十
二
月
に
「
十
年

後
の
木
材
自
給
率
を
五
十
％
以
上
と
す
る
こ

と
」
を
目
標
と
し
た
「
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ

ン
」
が
策
定
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
我

が
国
の
木
材
生
産
等
に
お
け
る
生
産
性
の
向
上

や
木
材
需
要
の
拡
大
に
向
け
た
体
制
整
備
が
進

め
ら
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
平
成
二
十
二
年
十
月
に
我
が

国
の
森
林
資
源
の
有
効
活
用
に
向
け
て
、
国

等
の
低
層
な
公
共
建
築
物
は
木
造
を
基
本
に
整

備
す
る
こ
と
等
を
内
容
と
し
た
「
公
共
建
築
物

等
に
お
け
る
木
材
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る

法
律｣

が
施
行
さ
れ
る
と
と
も
に
、
昨
年
五
月

に
は
、
国
土
交
通
省
が
定
め
る
「
官
庁
営
繕
基

準
」
の
中
に
新
た
に
「
木
造
計
画
・
設
計
基

準
」
が
設
け
ら
れ
、
木
造
の
建
築
設
計
に
関

し
、
耐
久
性
、
防
耐
火
、
構
造
計
算
等
の
技
術

的
な
事
項
及
び
標
準
的
な
手
法
が
定
め
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
平
成
十
三
年
に
改
定
さ
れ
た
森

林
・
林
業
基
本
法
に
基
づ
く
「
森
林
・
林
業
基

本
計
画
」
が
昨
年
七
月
に
変
更
さ
れ
、
森
林
・

林
業
再
生
プ
ラ
ン
の
推
進
の
ほ
か
、
地
球
温
暖

化
対
策
や
生
物
多
様
性
の
保
全
な
ど
各
般
に
わ

た
る
施
策
の
対
応
方
向
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

第
三
に
、
昨
年
十
二
月
に
林
政
審
議
会
は

「
今
後
の
国
有
林
野
の
管
理
経
営
の
あ
り
方
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
国
有
林
野
事
業
の
一
般
会

計
化
に
向
け
た
提
言
を
取
り
ま
と
め
、
鹿
野
農

林
水
産
大
臣
に
提
出
し
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
、

国
有
林
の
会
計
制
度
の
転
換
に
向
け
た
国
会
で

の
審
議
が
始
ま
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

第
四
に
、
昨
年
は
国
連
が
定
め
た
「
国
際
森

林
年
」
で
あ
り
、
「
森
を
歩
く
」
と
い
う
国
内

テ
ー
マ
に
沿
っ
て
一
年
間
に
わ
た
り
局
署
を
挙

げ
て
様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
参
り
ま
し

た
。
職
員
の
皆
さ
ん
に
も
多
大
な
協
力
を
頂

き
、
お
陰
様
で
成
功
裡
に
終
了
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
迎
え
た
本
年
は
、
冒
頭
に
触
れ
た

大
震
災
等
か
ら
の
復
興
・
復
旧
を
着
実
に
推
進

す
る
こ
と
、
森
林
・
林
業
基
本
計
画
を
踏
ま
え

た
林
業
・
木
材
産
業
の
構
造
改
革
を
確
実
に
実

施
す
る
こ
と
、
そ
し
て
何
よ
り
昭
和
二
十
二
年

の
林
政
統
一
以
降
初
め
て
会
計
制
度
の
転
換
に

向
け
た
準
備
を
進
め
る
こ
と
な
ど
大
き
な
課
題

に
取
り
組
む
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

中
部
森
林
管
理
局
と
し
て
は
、
管
内
六
十 

六
万
㌶
の
国
有
林
を
次
代
に
適
切
に
引
き
継
い

で
い
く
た
め
、
関
係
地
方
公
共
団
体
等
と
連
携

し
な
が
ら
引
き
続
き
、
施
策
課
題
の
解
決
に
向

け
て
努
力
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
職
員
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
職
員
並
び
に
ご
家
族
の
皆
様
の

益
々
の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を
祈
念
し
て
、
年
頭

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

中
部
森
林
管
理
局
長
　

城
土
　

裕

年
頭
所
感
　　

　　

大
き
な
変
革
に
向
け
た
着
実
な
準
備
を

年
頭
所
感
　　

　　

大
き
な
変
革
に
向
け
た
着
実
な
準
備
を
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函
ト
ン
ネ
ル
開
業
・
瀬
戸
大
橋
開
通
、
２
０
０ 

０
年
に
は
日
銀
が
２
、０
０
０
円
札
を
発
行
・
キ

ム
タ
ク
結
婚
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
四
年
も
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
実
り
多
い
年
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

遠
い
昔
、
安
曇
野
は
一
面
の
湖
で
あ
っ
た
と

い
い
ま
す
。
そ
の
湖
に
犀
竜
と
い
う
女
神
が
住

み
、
一
子
を
産
み
ま
し
た
。
そ
の
子
が
泉
小
太

郎
で
す
。

　

小
太
郎
は
、
湖
の
か
た
わ
ら
の
僅
か
な
土
地

を
元
手
に
貧
し
い
暮
ら
し
を
し
て
い
た
農
夫
に

育
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

土
地
の
人
々
は
、「
こ
の
湖
が
田
ん
ぼ
に

な
っ
た
ら
な
あ
」
と
、
つ
ね
づ
ね
嘆
息
し
て
い

ま
し
た
。

　

小
太
郎
は
成
長
す
る
に
つ
れ
て
、
自
分
が
竜

の
子
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
農
夫
た

ち
の
嘆
息
を
耳
に
し
な
が
ら
、
分
別
の
で
き
る

少
年
に
成
長
し
た
小
太
郎
は
、
尾
入
沢
に
母
を

た
ず
ね
、「
湖
の
水
を
流
し
て
」
と
頼
み
ま
し

た
。

　

わ
が
子
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
た
人
間
に
恩
義

を
感
じ
て
い
た
母
親
は
、
小
太
郎
を
背
に
乗

せ
、
大
空
を
か
け
っ
て
山
清
路
の
巨
岩
を
打
ち

崩
し
ま
し
た
。
み
る
み
る
水
は
越
後
の
海
へ
流

れ
落
ち
、
眼
前
に
は
肥
沃
な
土
地
が
出
現
し
ま

し
た
。
犀
竜
は
、「
私
は
こ
れ
か
ら
も
こ
の
土

地
を
守
ろ
う
。」
と
い
っ
て
、
仏
崎
の
岩
穴
に

姿
を
隠
し
ま
し
た

地
元
の
要
望
に
は
必
ず
応
え
る

…

［
南
信
森
林
管
理
署
横
川
班
］
横
川
森
林
事
務

所
管
内
の
国
有
林
は
、
辰
野
町
の
横
川
川
の
源

流
部
に
あ
り
、
面
積
三
、五
九
六
㌶
、
標
高
は

九
〇
〇
～
二
、二
九
六
㍍
の
経
ヶ
岳
ま
で
の
区

域
を
管
轄
し
て
い
ま
す
。

　

班
員
は
平
成
十
八
年
度
よ
り
一
人
体
制
と
な

り
、
森
林
官
と
一
緒
に
幅
の
広
い
業
務
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

面
積
や
林
道
密
度
か
ら
も
二
人
で
管
轄
す
る

の
に
丁
度
良
い
く
ら
い
の
規
模
で
す
が
、
地
質

が
中
生
代
の
付
加
体
か
ら
な
る
チ
ャ
ー
ト
を
含

ん
だ
硬
い
岩
石
か
ら
な
る
た
め
、
ほ
ぼ
全
域
が

急
峻
な
切
り
立
っ
た
地
形
を
し
て
お
り
、
近
い

距
離
で
も
現
地
に
到
達
す
る
の
に
は
非
常
に
時

間
が
か
か
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
現
地
に
何
度

も
足
を
運
ぶ
の
は
大
変
な
の
で
、
で
き
る
だ
け

一
度
で
済
ま
す
よ
う
に
と
、
効
率
的
な
業
務
運

営
が
自
然
と
身
に
つ
き
ま
す
。

　

辰
野
町
の
民
有
林
に
は
全
く
と
言
っ
て
い
い

ほ
ど
自
然
林
が
あ
り
ま
せ
ん
。
国
有
林
は

二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
原
生
的
な
自
然
林
の
た

め
に
、
地
元
か
ら
も
様
々
な
要
望
が
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
地
元
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
、
横
川
国

有
林
の
独
自
性
を
発
揮
し
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
干
支
は
「
壬
辰
」
で
す
。

　
「
壬
辰
」
は
「
み
ず
の
え
た
つ
」
と
読
み
、

六
十
干
支
の
二
十
九
番
目
で
す
。

　

壬
は
、
十
干
の
九
番
目
「
水
の
兄
」
で
、
海

洋
や
大
河
の
水
を
象
徴
す
る
そ
う
で
す
。
壬
の

字
は
「
妊
」
の
意
味
で
、
草
木
の
内
部
に
新
し

い
種
子
が
生
ま
れ
た
状
態
を
表
し
、
辰
は
、

十
二
支
の
五
番
目
で
季
節
は
晩
春
・
陰
暦
の
三

月
に
当
た
り
、
方
位
は
東
南
東
が
割
り
当
て
ら

れ
、
動
物
は
竜
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

辰
の
字
は
「
動
い
て
伸
び
る
」「
整
う
」
と
い

う
意
味
で
、
草
木
が
盛
ん
に
成
長
し
形
が
整
っ

た
状
態
を
表
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
竜
は
十
二

支
の
う
ち
で
唯
一
実
在
し
て
い
な
い
伝
説
の
生

き
物
で
あ
り
、
古
来
中
国
で
は
、
権
力
者
の
象

徴
と
し
て
扱
わ
れ
ま
し
た
。

　

辰
年
生
ま
れ
の
有
名
人
を
あ
げ
る
と
１
９
２ 

８
年
に
渥
美
清
・
手
塚
治
虫
、
１
９
４
０
年
に

王
貞
治
・
ジ
ョ
ン 

レ
ノ
ン
、
１
９
５
２
年
に
坂

本
龍
一
・
水
谷
豊
、
１
９
６
４
年
に
薬
師
丸
ひ

ろ
子
・
ニ
コ
ラ
ス 

ケ
イ
ジ
、
１
９
７
６
年
に
千

代
大
海
・
ア
イ
コ
、
１
９
８
８
年
に
佐
々
木

希
・
新
垣
結
衣
と
い
っ
た
方
々
が
い
ま
す
。

　

過
去
に
起
き
た
辰
年
の
出
来
事
を
紹
介
し
ま

す
と
、
１
９
２
８
年
に
は
、
三
・一
五
事
件
、

１
９
４
０
年
に
は
日
独
伊
三
国
同
盟
成
立
、

１
９
５
２
年
に
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条

約
発
効
に
よ
る
主
権
回
復
、
１
９
６
４
年
に
は

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
・
東
海
道
新
幹
線
が

開
通
、
１
９
７
６
年
に
は
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
で

田
中
角
栄
元
首
相
逮
捕
、
１
９
８
８
年
に
は
青

犀竜の母子像（長野県大町市）

境界巡視の際に手作りの山名標を立てる

シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

今
年
の
干
支
は
壬
辰

え
　

と

み
ず
の
え
た
つ

写
真
の
説
明（
隣
接
す
る
説
明
板
よ
り
）

伝
説　

犀
竜
の
母
子
像
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◆
１
月
◆

13　

国
有
林
土
場
等
活
用
委
託
販
売
初
市

 

（
木
曽
署
）

13　

 

低
コ
ス
ト
作
業
シ
ス
テ
ム
（
森
林
作
業
道

作
設
指
針
等
説
明
）
実
務
担
当
者
会
議

 
（
～
14
中
部
局
）

31　

森
林
作
業
道
作
設
指
針
等
事
業
体
説
明
会

 
（
松
本
市
）

◆
２
月
◆

3　

中
部
森
林
技
術
交
流
発
表
会 

（
中
部
局
）

18　

治
山
・
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

 

（
中
部
局
）

21　

森
林
管
理
署
長
等
会
議 

（
中
部
局
）

28　

治
山
・
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル
伝
達
表
彰

 

（
名
古
屋
事
務
所
）

◆
３
月
◆

12　

長
野
県
北
部
地
震
発
生

　
　

被
災
地
を
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
確
認 

（
栄
村
）

13　

栄
村
へ
の
物
資
支
援
開
始 

（
中
部
局
）

15　

 

東
日
本
大
震
災
被
災
地
へ
の
支
援
物
資
搬

送 

（
中
部
局
）

18　

奈
良
井
・
贄
川
合
同
森
林
事
務
所
新
築

 

（
木
曽
署
）

22　

柿
ヶ
下
公
務
員
宿
舎
新
築 

（
東
濃
署
）

23　

 

戸
隠
森
林
植
物
園
保
護
管
理
協
議
会
と
オ

フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
の
協
定
を
締
結

 

（
中
部
局
）

25　

岐
阜
森
林
管
理
署
庁
舎
新
築 

（
岐
阜
署
）

29　

 

高
山
市
一
色
・
山
中
山
地
域
森
林
整
備
推

進
協
定
締
結 

（
飛
騨
署
）

◆
４
月
◆

1　

国
際
森
林
年
記
念
分
収
造
林
契
約
締
結

 

（
中
部
局
）

13　

准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
等
研
修
担
当
者
会
議

 

（
林
野
庁
）

19　

 

低
コ
ス
ト
作
業
シ
ス
テ
ム
実
務
担
当
者
会

議 

（
～
20
中
部
局
）

20　

主
任
安
全
衛
生
管
理
者
等
会
議　

 

（
～
21
中
部
局
）

20　

経
営
係
長
会
議 

（
～
21
中
部
局
）

22　

平
成
二
十
三
年
度
事
業
概
要
記
者
発
表

 

（
中
部
局
）

26　

治
山
設
計
説
明
会 

（
～
27
）

28　

低
コ
ス
ト
作
業
シ
ス
テ
ム
現
地
検
討
会

 

（
北
信
署
）

29　
「
み
ど
り
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
11
」
開
催

 

（
瀬
戸
市
）

◆
５
月
◆

21　
「
愛
知
県
植
樹
祭
」
開
催 

（
南
知
多
町
）

21　
「
岐
阜
県
み
ど
り
の
祭
り
」
開
催

 

（
下
呂
市
）

22　
「
全
国
植
樹
祭
５
周
年
記
念
植
樹
」

 

（
下
呂
市
）

　
　
「
愛
知
県
植
樹
祭
」 

（
知
多
市
）

23　

木
曽
谷
森
林
計
画
区
現
地
検
討
会

 

（
～
25
木
曽
署
・
南
木
曽
支
署
管
内
）

26　

技
術
開
発
委
員
会 

（
中
部
局
）

26　
「
と
や
ま
森
の
祭
典
」
開
催 

（
朝
日
町
）

◆
６
月
◆

６　

会
計
実
施
検
査 

（
～
10
）

11
「
長
野
県
県
植
樹
祭
」
開
催 

（
塩
尻
市
）

16　

森
林
管
理
署
長
等
会
議 

（
中
部
局
）

19　

三
六
災
害
五
十
年
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

 

（
飯
田
市
）

20　

長
野
林
政
協
議
会
総
合
委
員
会

 

（
中
部
局
）

20　

低
コ
ス
ト
作
業
シ
ス
テ
ム
現
地
検
討
会

 

（
20
中
信
署
）

 

（
21
～
24
木
曽
署
）

21　

流
域
管
理
調
整
官
会
議

 
（
～
22
木
曽
署
管
内
）

23　

 

上
高
地
ワ
ラ
ビ
沢
崩
壊
国
道
一
五
八
号
線

通
行
止
め 

（
松
本
市
）

29　

富
山
県
林
政
協
議
会 

（
富
山
市
）

29　

国
有
林
観
光
施
設
協
議
会
総
会 

（
長
野
市
）

◆
７
月
◆

１　

全
国
安
全
週
間

４　

低
コ
ス
ト
作
業
シ
ス
テ
ム
現
地
検
討
会

 

（
４
南
木
曽
支
署
）

 

（
５
～
６
飛
騨
署
）

 

（
７
岐
阜
署
）

 

（
11
～
15
東
信
署
）

 

（
26
～
27
愛
知
所
）

４　

准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
研
修
開
講 

（
森
技
セ
）

４　

准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
研
修
始
ま
る 

（
下
呂
市
）

４　

准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
研
修
Ⅰ
︱ 

①

 

（
～
8
岐
阜
署
）

10　

穂
の
国
「
い
の
ち
の
森
づ
く
り
」
植
樹
祭

 

（
愛
知
所
）

11　

高
山
植
物
等
保
護
対
策
協
議
会

 

（
中
部
局
）

11　

林
業
専
用
道
技
術
者
研
修
開
講 

（
森
技
セ
）

二
〇
一
一
年　
主
な
出
来
事

被災状況の確認に向けヘリで出発

木の暖かさ・美しさ・力強さをコンセプトとした
岐阜署新庁舎が完成

全国に先駆けて准フォレスター研修を開講
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4
／
16　

里
山
整
備
除
伐
作
業

 

（
名
古
屋
・
愛
知
所
）

５
／
14　

里
山
整
備
除
伐
作
業

 

（
名
古
屋
・
愛
知
所
）

５
／
20　

遊
歩
道
チ
ッ
プ
敷
き
作
業 

（
木
曽
署
）

５
／
25　

金
華
山
登
山
道
周
辺
整
備 

（
岐
阜
署
）

６
／
8　

御
岳
原
生
林
遊
歩
道
整
備 

（
岐
阜
署
）

７
／
８　

下
刈
作
業 

（
東
濃
署
）

８
／
３　

伝
統
工
芸
の
森
下
刈
り
作
業

 

（
南
木
曽
支
署
）

９
／
10　

間
伐
作
業 

（
北
信
署
）

９
／
28　

遊
歩
道
整
備
作
業 

（
東
濃
署
）

10
／
13　

里
山
整
備
除
伐
作
業 

（
愛
知
所
）

10
／
13　

広
葉
樹
植
え
付
け
作
業

 

（
名
古
屋
・
愛
知
所
）

11
／
12　

除
伐
２
類
作
業 

（
愛
知
所
）

２
／
６　

野
鳥
観
察
会 

（
愛
知
所
管
内
）

３
／
14　

シ
イ
タ
ケ
菌
打
ち
体
験 

（
名
古
屋
所
）

６
／
11　

ほ
た
る
観
賞
会 

（
愛
知
所
管
内
）

11
／
５　

生
産
現
場
見
学 

（
愛
知
所
管
内
）

12
／
10　

リ
ー
ス
作
り
体
験 

（
名
古
屋
所
）

二
〇
一
一
年
に
実
施
し
た

森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
事
業
等

11　

林
道
専
用
道
研
修
始
ま
る 

（
下
呂
市
）

11　

高
山
植
物
等
保
護
対
策
協
議
会 

（
中
部
局
）

14　

岐
阜
県
林
政
連
絡
会
議 

（
岐
阜
市
）

15　

愛
知
県
林
政
連
絡
会
議 

（
名
古
屋
市
）

19　

准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
研
修
Ⅰ
︱ 

②

 

（
～
22
岐
阜
署
）

30　

シ
カ
と
狩
猟
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

 

（
諏
訪
市
）

◆
８
月
◆

1　

准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
研
修
Ⅰ
︱ 
③

 

（
～
5
岐
阜
署
）

4　

 「
学
校
林
・
遊
々
の
森
」
全
国
子
ど
も
サ

ミ
ッ
ト
in
信
州 

（
～
５
松
本
市
）

8　

 

稗
田
山
崩
れ
一
〇
〇
年
事
業
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム 

（
小
谷
村
）

14　

 

長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
森
検
証
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム 

（
長
野
市
）

15　

 

東
日
本
大
震
災
復
興
祈
念
植
樹
祭

 

（
飯
綱
高
原
）

26　

教
職
員
森
林
環
境
教
育
研
修
会 

（
瀬
戸
市
）

29　

上
高
地
ケ
シ
ョ
ウ
ヤ
ナ
ギ
植
物
群
落
保

　
　

護
林
現
地
検
討
会 

（
中
信
署
管
内
）

◆
９
月
◆

1　

中
部
森
林
管
理
局
総
合
防
災
訓
練

 

（
中
部
局
）

6　

森
林
管
理
署
長
等
会
議 

（
中
部
局
）

15　

 

名
古
屋
・
長
野
林
政
記
者
ク
ラ
ブ
現
地
視

察 

（
～
16
飛
騨
署
）

15　

 

安
曇
野
ま
つ
か
わ
馬
羅
尾
高
原
郷
土
の
森

（
あ
が
り
こ
サ
ワ
ラ
）
現
地
検
討
会

 

（
中
信
署
管
内
）

20　

平
成
二
十
二
年
度
決
算
概
要
等
の
公
表

 

（
中
部
局
）

25　
 

台
風
12
号
災
害
に
伴
い
「
山
地
災
害
対
策

緊
急
展
開
チ
ー
ム
」
の
一
員
と
し
て
職
員

を
派
遣 

（
～
30
奈
良
県
）

29　

准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
研
修
Ⅱ
︱ 

①

 

（
～
30
岐
阜
署
）

30　

 

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
連
絡
推

進
会
議 
（
～
１
松
本
市
）

◆
10
月
◆

１　

全
国
衛
生
週
間

１　

 

東
日
本
大
震
災
の
復
旧
対
策
に
係
る
応
援

派
遣 

（
宮
城
県
）

６　

 「
斜
面
防
災
対
策
技
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
＇11
」

in
富
山 

（
富
山
市
）

７　

 

第
一
回
林
業
専
用
道
モ
デ
ル
路
線
現
地
検

討
会 

（
飛
騨
署
管
内
）

11　

低
コ
ス
ト
作
業
シ
ス
テ
ム
現
地
検
討
会

 

（
～
14
岐
阜
署
）

25　

治
山
現
地
検
討
会 

（
～
27
）

29　

 

地
域
住
民
と
の
森
林
計
画
懇
談
会

 

（
東
濃
署
管
内
）

30　

地
域
住
民
と
の
森
林
計
画
懇
談
会

 

（
南
信
署
管
内
）

◆
11
月
◆

２　

木
材
工
事
等
の
木
材
講
習
会 

（
松
本
市
）

５　

地
域
住
民
と
の
森
林
計
画
懇
談
会

 

（
愛
知
所
管
内
）

７　

森
林
施
業
現
地
検
討
会

 

（
～
8
木
曽
署
・
南
木
曽
支
署
管
内
）

７　

 

中
部
森
林
管
理
局
有
志
協
議
会
連
絡
協
議

会 

（
松
本
市
）

８　

低
コ
ス
ト
作
業
シ
ス
テ
ム
現
地
検
討
会

 

（
8
富
山
署
）

 

（
14
～
15
中
信
署
）

 

（
30
東
濃
署
）

10　

森
林
管
理
署
長
等
会
議 

（
中
部
局
）

29　

講
演
会
「
列
状
間
伐
の
考
え
方
と
実
践
」

　
　

信
州
大
学
農
学
部　

植
木
教
授 

（
松
本
市
）

◆
12
月
◆

13　

第
二
回
林
業
専
用
道
モ
デ
ル
路
線
検
討
会

 

（
中
部
局
）

全国子どもサミット2日目の自然散策（記念写真）

現地検討会の様子（中信署）

名古屋シティ・フォレスター事業森林ふれあい講座

下刈作業を行う隊員
（南木曽支署管内）
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北信森林管理署
（各署の景勝地等を紹介）

風景紀行
「犬山・八曽自然休養林」

75
）

81

しろ うま だけ

本
の
滝
が
日
本
の
滝
百
選
の
一
つ
「
米
子
大
瀑

布
」
で
す
。

　

四
阿
山
、
根
子
岳
の
深
山
幽
谷
を
源
流
に
流

れ
落
ち
る
こ
の
二
本
の
滝
の
一
方
を
「
権
現
滝

（
男
滝
）七
十
五
㍍
」、
も
う
一
方
を
「
不
動
滝

（
女
滝
）八
十
五
㍍
」
と
言
い
、
権
現
滝
は
水
量

が
多
く
轟
音
と
と
も
に
豪
快
に
落
ち
る
様
子
が

男
性
的
で
、
不
動
滝
は
水
量
が
少
な
く
霧
状
に

流
れ
落
ち
る
姿
が
女
性
的
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
二
つ
の
滝
が
有
名
な
の
は
、
日
本
有
数

の
「
夫
婦
滝
」
の
た
め
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
秋
の
瀑
布
周
辺
の
紅
葉
も
す
ば
ら
し

く
、
赤
や
黄
色
に
色
づ
く
頃
は
ひ
と
き
わ
美
し

い
自
然
を
見
に
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
す
。

　

こ
の
滝
の
直
下
近
く
に
は
、
修
験
者
の
水
行

の
霊
場
「
米
子
不
動
尊
奥
の
院
」
が
大
瀑
布
を

背
負
っ
て
建
て
ら
れ
て
お
り
、
夏
に
は
滝
に
打

た
れ
る
白
装
束
の
行
者
の
姿
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

浦
倉
山
山
麓
標
高
一
、五
○
○
㍍
付
近
は
か
つ

て
鉱
山（
米
子
鉱
山
）で
し
た
。
寛
保
年
間
頃
、

米
子
村
の
竹
前
権
兵
衛
氏
が
こ
の
鉱
山
の
硫
黄

を
当
時
の
幕
府
に
売
り
、
そ
の
資
金
を
用
い
て

米
子
新
田
の
開
拓
を
行
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
明
治
に
な
り
企
業
に
よ
る
採
掘
が
始
ま

り
、
当
鉱
山
か
ら
須
坂
市
ま
で
全
長
十
四
㌔
㍍

の
索
道
が
架
け
ら
れ
硫
黄
や
蝋
石
の
生
産
が
昭

和
三
十
五
年
の
閉
山
ま
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
一
角
に
大
瀑
布
展
望
に
絶
好
な
平
坦
な

場
所
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
所
は
鉱
山
関
係
者

の
生
活
の
跡
地
で
、
学
校
や
社
宅
、
診
療
所
が

あ
り
、
硫
黄
の
需
要
が
増
大
し
た
第
二
次
世
界

大
戦
当
時
に
は
千
五
百
人
が
生
活
し
て
い
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

米
子
大
瀑
布
近
く
に
は
駐
車
場
が
あ
り
、
そ

こ
か
ら
米
子
不
動
尊
奥
の
院
︱
大
瀑
布
︱
米
子

鉱
山
跡
地
と
巡
る
こ
と
が
で
き
る
遊
歩
道
も
あ

り
二
時
間
程
で
周
遊
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
根
子
岳
︱
四
阿
山
に
登
る
登
山
道
も

あ
り
、
鬱
蒼
と
し
た
カ
ン
バ
の
森
を
と
お
り
根

子
岳
に
向
か
い
ま
す
。
登
山
道
か
ら
鉱
山
の
坑

道
跡
を
垣
間
見
る
こ
と
も
で
き
、
毎
年
六
月
に

は
有
志
に
よ
る
登
山
道
の
整
備
が
行
わ
れ
ま

す
。
前
述
の
米
子
大
瀑
布
直
上
か
ら
根
子
岳
、

四
阿
山
並
び
に
浦
倉
山
に
か
け
て
の
米
子
山
国

有
林
（
管
理
面
積
一
、八
六
三
㌶
）
は
、
昭
和

三
十
八
年
に
保
安
林
と
し
て
整
備
す
る
た
め
国

が
買
い
入
れ
た
森
林
で
、
水
土
保
全
林
、
森
林

と
人
と
の
共
生
林
と
な
っ
て
い
る
と
と
も
に
イ

ヌ
ワ
シ
の
生
息
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
大
型

鳥
類
生
息
地
保
護
林
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

▼
ア
ク
セ
ス……

　
（
所
在
地
）
長
野
県
須
坂
市

　

お
車
で
お
越
し
の
場
合

・
上
信
越
自
動
車
道
須
坂
長
野
東
Ｉ
Ｃ
か
ら　

　

五
十
分

・
須
坂
駅
か
ら
四
十
分

※ 

十
月
の
土
・
日
・
祝
日
は
マ
イ
カ
ー
規
制
有

り
（
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
利
用
）

登山道より四阿山遠望

米子大瀑布（左が権現滝、右が不動滝）

須
坂
市　

米
子
大
瀑
布

…

［
北
信
署
］
須
坂
市
の
南
東
部
、
群
馬
県
境
の

四
阿
山
（
二
、三
五
四
㍍
）、
浦
倉
山
（
二
、
○

九
一
㍍
）
を
始
め
上
田
市
境
の
根
子
岳

（
二
、二
○
七
㍍
）
及
び
奇
妙
山
に
囲
ま
れ
た
こ

の
一
帯
は
、
三
十
四
万
年
前
の
火
山
の
噴
火
に

よ
り
形
成
さ
れ
た
直
径
三
㌔
㍍
に
も
及
ぶ
カ
ル

デ
ラ
地
形
で
、
そ
の
懸
崖
に
並
ん
で
落
ち
る
二

当時の米子鉱山（資料提供：須坂市　竹前政重氏）


